

















I・1　謎解き （001C） I・2　妖精の騎士 （002A） I・3　ギル・ブレントン （005A）
絵画私論５「挿絵考」　～バラッドのイラスト制作（１）～
Mutual Relationship between




I・4　ダグラス家の悲劇（007B） I・5　二人の姉妹 _1（010C） I・5　二人の姉妹 _2（010C）
I・6　残酷な兄（011G） I・7　ロード・ランドル _1（012A） I・7　ロード・ランドル _2（012A）
     
I・8　エドワード（013B） I・9　バビロン（014A） I・10　鞘付きナイフ（016A）
I・11　残酷な母（020B） I・12  聖スティーブンとヘロデ王（022-） I・13　麗しのアニー（024A）
絵画私論５「挿絵考」　～バラッドのイラスト制作（１）～
—89—
I・14　三羽のカラス _1（026-） I・14　三羽のカラス _2（026-） I・15　二羽のからす（026hn）
I・16　アリスン・グロス（035-） I・17　うたびとトマス（037A） I・18　クラーク・コルヴィル（042B）
I・19　二人の魔法使い（044-） I・20　美しい雌鹿（050-） I・21　青ざめたリズィ（051A）

























I・48　カラスとカササギ（111-） I・49　くじかれた騎士（112B） I・50 スール・スケリー島の大アザラシ（113-）





































































化事典編集委員会、丸善出版、2014 年、第 13 章「バラッド - 現代に継承される文化遺産」[ 中島久代執筆 ]
より）
２　チャイルド（Francis James Child）は 1825 ～ 96 年を生きた人であり、詩集『英蘇バラッド集』（The 
English and Scottish Popular Ballads）を編むのにハーヴァード大学教授としての約 40 年をかけた。（『全
訳チャイルド・バラッド第 1 巻』　バラッド研究会編訳、藪下卓郎・山中光義監修、音羽書房鶴見書店、
2005 年、「チャイルドの世界～まえがきに代えて」[ 藪下卓郎執筆 ] より）
（URL）
１　「日本バラッド協会」http://j-ballad.com/
２　「魅惑の物語世界　やまなかみつよしのバラッドトーク」http://www.balladtalk.com/
